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取材・記事掲載依頼 
報道関係者各位 

徘徊する認知症高齢者を早期発見するための 
模擬訓練を実施します 

平成３０年１０月３０日(火) 午前８時４０分～正午 

【 訓練概要 】 
 認知症高齢者役が市内を徘徊したいう想定で、市内企業や地域住民が高齢者役に声か
けを行う。 また、みまもりタグ・まもるっく（GPS機器）の効果検証を実施する。 
  
 主催者側参加者：茨城県、高齢福祉課、地域包括支援センター、笠間警察署、ＡＬＳＯＫ 
 訓練対象者：ＳＯＳネットワーク協力事業所職員（郵便局や銀行等 声かけエリア各店舗）、市民（歩行者、 
                     店の客等） 
 場所：笠間市役所本所および周辺 

 

○机上(情報伝達)訓練 （午前８時４０分～９時２０分） 
 認知症高齢者の行方不明者発生。笠間警察署から行方不明者発生の連絡を受け、県・SOSネットワー 
 ク協力員・協力事業所に対し、捜索依頼情報を発信。 

  

○声かけ訓練 （午前９時３０分～１１時２０分） 
 市民やSOSネットワーク協力事業所職員に対して、認知症高齢者役への声かけを依頼（市役所本所周 
 辺2コース）。同時に、 みまもりタグ・まもるっく(GPS機器)等の効果検証を実施。 

 

○意見交換会 （午前１１時３０分～正午） 
 みまもりタグ・まもるっくの検証結果報告及び主催者側参加者の意見交換を行う。 
 県・笠間警察署より総評。 

徘徊する認知症高齢者の早期発見のため、市内企業や地域住民が参画した模擬訓練を行
います。これにより、認知症に関する意識の啓発や、認知症になっても安心して暮らしてい
ける地域づくりを推進します。 

平成29年度東海村での訓練の様子 みまもりタグ・まもるっく（GPS機器） 



笠間市認知症高齢者等徘徊模擬訓練実施要項 

 

１ 目的 

認知症に関する意識の啓発と、諸施策の検証等を通じて、認知症になっても安心して暮ら

していける地域づくりを推進し、市民及び事業所参加型声かけ訓練と捜索時におけるＧＰＳ

器機等の有効性の検証を実施する。 

 

２ 日時 平成 30 年 10 月 30 日（火） 机上（情報伝達）訓練   8:40～9:20 

                   訓練概要説明       9:30～9:40 

                   徘徊模擬（声かけ）訓練  9:40～11:20 

                   意見交換・振り返り   11:20～12:00 

 

３ 場所 笠間市役所本所および周辺 

 

４ 参加者  

笠間警察署生活安全課２名、茨城県地域ケア推進課１名、高齢福祉課職員６名、地域包括支 

援センター４名、各支所福祉課２名、社会福祉協議会１名、ＡＬＳＯＫ職員３名 

 

５ 役割 

指揮役、写真撮影、協力者への声かけ依頼役、声かけ指導（チラシ配付）、認知症高齢者役、

旗・アンケート聴取役、同行（茨城県，笠間警察署）、ＧＰＳ器機効果検証（ＡＬＳＯＫ） 

 

６ 対象 市民および高齢者見守り協定締結事業所職員 

 

７ 訓練概要 

 笠間市の認知症高齢者が行方不明になった設定のもと、警察署へ行方不明者届が出され、

ＳＯＳネットワーク協力事業所にＦＡＸ等を使い、情報がどのように伝達されているかを検

証する。【机上（情報伝達）訓練】 

その行方不明の認知症高齢者役に扮した職員らが、あらかじめ決められたコースを歩き、

路上ですれ違う市民や協力事業所職員などを対象に声かけを依頼する。防災無線やメールな

どで流れている行方不明の認知症高齢者の特徴と似ている人が目の前にいる設定のもと、声

かけをしてもらう。【徘徊模擬（声かけ）訓練】 

 

８ 訓練で用意する主なもの 

のぼり旗、スタッフ腕章、ビブス、見守りタグ、ＧＰＳ器機（まもるっく）等 

 

 

 

 

 



９ 声かけエリア 

①コース  

笠間市役所(9 時 40 分発)→友部郵便局→中央労働金庫→水戸信用金庫→常陸農業協同組

合→常陽銀行→友部駅→笠間市役所(11 時 20 分着) 

②コース 

笠間市役所(9 時 40 分発)→岡田牛乳店→友部ハイヤー→塩田新聞店→茨城県信用組合→ 

カスミ→筑波銀行→笠間市役所(11 時 20 分着) 

 

１０ 当日のタイムスケジュール 

時間 場所 内容 概要 

8:40～

9:15 

笠間警察署 

 

高齢福祉課 

 

茨城県地域

ケア推進課 

 

 

 

情報伝達訓練 

 

 

笠間市の認知症高齢者（訓練用）が行方不

明になった想定で県内一斉に実施する。 

・笠間警察署から電話によりＳＯＳネット

ワーク対応依頼を受け本人の氏名、特徴等

の確認。  ※実際には実施しない 

・市から県へ行方不明者捜索依頼をメール

し、県は県内市町村にメール配信する。 

・市からＳＯＳネットワーク協力事業所と

協力員へＦＡＸ、メール配信する。 

9:15 笠間市役所 

本所ロビー 

 

 

集合  

9:30～

9:40 

あいさつ 

自己紹介 

訓練概要 

あいさつ 

自己紹介 

訓練概要、役割、歩行ルートの説明 

9:40～

11:20 

 

笠間市役所

本所周辺 

①②ルート 

声かけ訓練 ・①②の２コースに分かれ歩行中に市民や 

協力事業所職員等に認知症高齢者役への声

かけを依頼する。一部の方には臨場訓練（警

察への電話、特徴伝達、保護までの一連の

流れ）も実施する。 

・みまもりタグ・ＧＰＳの効果検証を行う。 

11:20～

12:00 

 

笠間市役所 

教育棟２－1

会議室 

 

意見交換 

振り返り 

 

 

 

総評 

 

おわりに 

・コースごとに分かれグループワークにて、

訓練中の気付いた点や認知症に対する市民

の声など意見をまとめ代表が発表する。 

・みまもりタグ、ＧＰＳ機器の効果検証結

果を発表する。 

笠間警察署 生活安全課から 

茨城県 地域ケア推進課から 

笠間市高齢福祉課長から 

 


